
Kasuya town



男女共同参画社会実現の
ための意識づくり

1. 広報等の活用、研修会等の開催を通して、

町民の意識を高める啓発活動の推進します。

1. 男女共同参画社会に向けた意識啓発

2. 男女共同参画に関する図書や情報を収集

し、広報やホームページ等を通じ、情報を積

極的に紹介します。

3. 町の作る出版物の製作にあたり、社会的性

別（ジェンダー＊）にとらわれない表現の使

用に配慮します。

2. 男女共同参画を推進する教育活動の充実

1. 乳幼児期から保育、学校教育の現場におい

て、男女平等教育を推進します。また教育、

保育等に携わる職員の研修を実施します。

3. 女性へのエンパワーメント＊支援とリー

ダーシップの養成を進めます。

2. 社会教育の場において、男女共同参画に関

する学習の場を提供します。

基本目標1

男女が共に能力を発揮し、
支えあう社会づくり

1. 企業に対して、男女雇用機会均等法などの関

係法令の周知を行うなどの啓発を進めます。

1. 雇用の分野における男女の均等な機会
と待遇の確保

2. 女性の再就労に対する支援を促進します。

1. 男女が家庭責任を担い、仕事と両立すること

への職場理解を広め、ワーク・ライフ・バラン

ス＊についての啓発を行います。

2. ワーク・ライフ・バランス＊の推進

2. 育児や介護、また地域活動への男性の参画を

促します。

3. 子育て環境、介護環境の整備を進めます。

3. 困難な状況に置かれている人への支援

1. 高齢者や障がい者が安心して暮らせる環境の

整備を進めます。

2. ひとり親世帯、外国人、貧困に苦しむ人など、

様々な困難を抱える男女の自立に向けた支援の

検討を行います。

4. 政策・方針決定の場への女性の参画推進
1. 各種審議会委員等への女性の積極的登用を進

めます。

2. 町職員への意識啓発及び女性の採用、登用職

域の拡大を推進するとともに、女性の能力開発

を進めます。

5. 地域・防災分野における男女共同参画の推進
1. 地域の活動における男女共同参画を促進し、

様々な分野における女性の参画を促します。

2. 男女共同参画の視点を取り入れた災害対策を

進め、現場での女性の参画を推進します。

基本目標2

男女の人権が尊重され、
ともに健康で、安心して
暮らせる環境づくり

1.性に関するあらゆる暴力の根絶

1.DV＊に対する認識を深め、防止のための意識

啓発を推進、デート DV（交際相手からの暴力）

についても啓発を進め、未然防止に取り組みま

す。

2.DV 被害者に対する相談窓口を設置し、相談

体制を構築します。

2. 生涯を通じた健康支援

1. 男女が自らの心身の健康管理に主体的に取り

組み、生涯現役で社会参画できるよう病気の予

防啓発等に取り組みます。

2. 思春期教育や性教育に関する啓発を行い、リ

プロダクティブ・ヘルス／ライツ＊に関する理

解の促進を進めます。

基本目標3

（毎日　10：00～ 17：00、木曜のみ～ 19：00)
※祝日、年末年始お休み

　基本理念に基づき、男女共同参画社会の実現に向けて目指すべき次の3つの基本目標及び克服すべき主要課題を設定し、各施策の推進に取り組みます

男性

女性

同感する
ある程度
同感する

あまり
同感しない 同感しない 無回答

5.5％ 40.4％ 29.4％ 23.3％ 1.5％

10.8％ 41.9％ 27.6％ 19.2％ 0.5％

（全体 550人）

　人々の意識の中に長い間時間をかけて形成さ
れたものに、「固定的性別役割分担意識」という
ものがあります。具体的には「男は仕事、女は
家庭」という意識等を指します。

　平成 26 年 8 月に行った町民意識調査におい
ては、この考えに同感する人の割合は男性が
52.7％、女性が 45.9％と約半数を占めており、
粕屋町においても固定的な性別役割分担意識が
まだまだ根強く残っていることがわかりました。

　男女共同参画社会を実現するために粕屋町に望
む施策をみると、

「保育の施設・サービスや高齢者や病人の施設等
を充実する」（63.8％）
「子育てや介護等でいったん仕事を辞めた人の再
就職を支援する」（62.2％)
「仕事と家庭や地域活動の両立ができるよう企業
に働きかける」（54.7％）

　などが上位に挙がっており、子育てや介護に関
する支援、子育て後の再就職、ワーク・ライフ・
バランスの実現など、男女共同参画社会の実現に
向けた取組が必要だといえます。

男女共同参画社会を
実現するために、
町に望む施策は？

男は仕事？女は家庭？

＊注…裏表紙の用語解説をご覧ください。


